
2025 年

12 月13日（土）･14 日（日）･15日（月）オプショナルツアー

北陸学院 栄光館『グロリアチャペル』

参集 300 名（先着順・オンライン参加は無制限）

養成校の教職員及び経営部局担当者、福祉事業者、
実習指導者、福祉の現任者、その他関心のある方

本セミナー特設サイトからお申込ください

特設サイト

グロリアチャペルは北陸学院中学校・高等学校内にあります

・  小松空港から JR 金沢駅までリムジンバスで約 45 分
・  JR 金沢駅東口 ( 兼六園口 ) の６番乗り場から北陸鉄道バス　
東部車庫行き、または石川県立図書館行きなどで乗車約 15 分
　「出羽町」下車後、徒歩１分（北陸学院中学校・高等学校内）

主　　　　催 　　  一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟
協　　　　力 　　  学校法人北陸学院　北陸学院大学
後　援（予定）　　  厚生労働省　文部科学省　法務省　こども家庭庁　石川県　全国社会福祉協議会　全国社会
　　　　　　　　　福祉法人経営者協議会　公益社団法人日本社会福祉士会　公益社団法人日本精神保健福祉士
　　　　　　　　　協会　公益社団法人日本医療ソーシャルワーカー協会　特定非営利活動法人日本ソーシャル
　　　　　　　　　ワーカー協会　公益社団法人日本介護福祉士会　公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会
　　　　　　　　　全国福祉高等学校長会　一般社団法人日本社会福祉学会　日本ソーシャルワーク学会　日本
　　　　　　　　　地域福祉学会　福祉系大学経営者協議会　他

本連盟は今年で創立 70周年を迎えました

金沢城公園

兼六園 金沢医療Ｃ 北陸学院
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セミナー会場
『グロリアチャペル』

〒108-0075 東京都港区港南 4丁目 7番 8号　都漁連水産会館 6階

第 54回全国社会福祉教育セミナー第 54回全国社会福祉教育セミナー
2025 in 石川2025 in 石川

第 54 回全国社会福祉教育セミナー
2025 in 石川

　18 歳人口の減少に伴い、全国的に高等教育機関の定員割れが深刻化しており、特に地方に所在
する福祉系大学等は経営の危機に直面している。同時に、将来的に「消滅可能性自治体」の増加
が予測されているように、自治体の持続可能性も危惧される状況にある。このような人口減少を
背景とした縮小社会はすでに現実のものとなっており、すべての人々が住み慣れた地域で今後も
安心して暮らし続けられる未来を実現するために、福祉人材の確保が国家的な課題といえる。
　こうした現状を踏まえ、2025 年度の全国社会福祉教育セミナーでは、「福祉人材確保」「学校経営」
「ソーシャルワーク教育」をキーワードに、縮小社会に対応するための道筋について、地方創生の
視点も交えながら、2040 年を見据えた多角的な対応戦略を検討・展望する。
　なお、今年度は、別で行うオンデマンド配信研修プログラムと対面・参集型プログラム（ライ
ブ中継あり）を組み合わせ、21 世紀における持続可能な社会を支える福祉人材の育成・確保に向
けて、関係者それぞれの立場から問題提起を行い、議論を深める機会としたい。

石川県金沢市飛梅町 1-10（北陸学院中学校・高等学校内）学校法人

※　学校法人北陸学院 様のご厚意により、本セミナー参集会場は歴史あるチャペルをお借りして開催いたします。
　　ご着席はベンチ式の椅子となりますのであらかじめご了承ください。

１６，５００円（オンラインも同額）

定　員

対　象

参加費

お申込
https://jaswe.jp/2025seminar/ 

学校法人 北陸学院 栄光館 グロリアチャペルアクセス
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対　象 養成校の教職員及び経営部局担当者、福祉事業者、実習指導者、福祉の現任者、
その他関心のある方

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟事務局お問合せ
E-mail：2025seminar　  jaswe.jp  ／  Phone：03-5495-7242  

第３報

第 54回全国社会福祉教育セミナー 2025 in 石川



program＜ DAY 1 ＞　2025.12.13 sat. ＜ DAY 2 ＞　2025.12.14 sun.

＜ DAY 3 ＞　2025.12.15 mon.
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中村　和彦（本連盟会長・北星学園大学）
堀岡 満喜子 氏（学校法人北陸学院 理事長・学院長）10:30-10:50　オープニング

10:50-11:50　報告１

＜報告者＞　伊藤　新一郎（本連盟常務理事・北星学園大学）

　本連盟では 2019 年度から毎年、社会福祉士・精神保健福祉士国家試験の受験予定学生を対象に、全国統一模擬試験の受験
者（毎年約8,000名規模）に対する調査を実施しています。そこでは、実習経験が就職意向や活動に与える影響、就職活動の状況、
就職先の分野・設置主体、関心のある分野・課題など、福祉人材確保に資する基礎データを継続的に収集してきました。
　本報告は、縮小社会における福祉人材確保の方策を検討するための基礎資料として、社会福祉士・精神保健福祉士国家試
験合格を目指す学生の就職動向や意識の変化等について参加者と共有します。

本連盟会員校の学生進路意向調査結果の要点

12:50-13:50　基調講演

＜講師＞　森　朋子 氏（桐蔭横浜大学学長・中央教育審議会委員）

　2025 年 2 月 21 日、中央教育審議会は「我が国の『知の総和』向上の未来像」と題する答申を公表し、人口減少社会にお
ける高等教育の持続性と競争力強化、グローバル人材育成、学修成果の可視化など、多面的な改革課題を提示しました。
　とりわけ地方に所在する大学等にとって、定員割れや人材流出への対応は喫緊の課題であり、生き残りをかけて教育の質
と持続可能性を高める取り組みが求められています。このような全国的動向は本連盟の会員校も例外ではなく、その行方は
今後の福祉人材確保に直結するとともに、大学等の存続は地域の持続可能性の基盤でもあります。
　本講演では、中央教育審議会委員がその要点を解説し、縮小社会における高等教育の展望と課題の要点について提示します。

中央教育審議会答申「我が国の「知の総和」向上の未来像」の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要点と今後の高等教育の課題

14:00-16:00　鼎　　談

＜登壇者＞　森 朋子 氏（桐蔭横浜大学学長・中央教育審議会委員）／坂井 元興 氏（内閣府地方創生推進事務局参事官）
　　　　　　中村 和彦（本連盟会長・北星学園大学）
＜聞き手＞　大原 裕介（本連盟理事・社会福祉法人ゆうゆう）

　今回の本セミナーのテーマの構成要素である「福祉人材確保」「学校経営」「高等教育」「地方創生」を横断的に取り上げ、【報
告 1】で示される学生の進路意向調査の実態や、【基調講演】で提示される今後の高等教育の方向性や課題を踏まえ、2040
年を展望した福祉人材育成・確保の在り方を探ります。
　また、ソーシャルワーク専門職養成教育の充実とソーシャルワーク専門職である社会福祉士・精神保健福祉士を目指す入
学生の確保を両立させ、将来に向けた福祉人材の安定的確保を実現するための方策を展望する契機としながら、縮小社会に
おける大学等と地域の関係やつながりの今後についても議論します。

福祉人材確保×学校経営×高等教育×地方創生の未来を展望する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 2040 年を見据えて～

16:10-17:40　セッション

＜登壇者＞　菊地 月香 氏（全国社会福祉法人経営者協議会研修委員長・社会福祉法人 同愛会 理事長）
　　　　　　渋谷 哲（本連盟相談役・淑徳大学）　／　仲井 達哉（本連盟理事・川崎医療福祉大学）　
　　　　　　中條 大輔 氏（志學館大学）
＜司　会＞　名城 健二（本連盟常務理事・沖縄大学）

　ソーシャルワーク専門職養成教育の成果が人材確保にも大きな影響を与えるが、なかでも実習教育は養成校外（ソーシャ
ルワーク実践の現場）で行われ、養成校（教員）と実践現場（実習指導者）が協働して担う教育活動であると同時に、両者
を接続するインターフェイス機能を有しています。
　また【報告 1】で示されるように、実習経験は学生の就職意欲や進路選択に大きな影響を与えていることから、今後の人
材確保について考えるうえで実習教育の重要性を再確認することは意義があります。
　本セッションでは、こうした実習の教育的意義と人材確保への効果を踏まえ、今後の実習の在り方や位置づけを登壇者そ
れぞれの立場を踏まえ多角的に議論します。

福祉人材確保とソーシャルワーク実習の連動

10:00-11:30　workshop

＜司　会＞　渡辺 裕一 （本連盟理事・SWEP_ プロジェクトメンバー・武蔵野大学）
＜説　明＞　南野 奈津子 氏（SWEP_ プロジェクトメンバー・東洋大学）

　ソーシャルワーク専門職養成教育においては、プロフェッションとしてのソーシャルワーカー像を明確にし、その能力形成
を体系的に支える枠組みが求められています。米国では Educational Policy and Accreditation Standards（EPAS）に基づくコン
ピテンシー基盤型教育が定着しており、本連盟ではそれを含めた海外の動向を参照しつつ、2024 年度から日本版エデュケーショ
ナルポリシー（EP）策定に向けた検討を始めました。
　実践現場では、日々の支援内容や業務が「ソーシャルワーク」として認識されにくいという課題も指摘されているなかで、
羅針盤となる EP 作成は教育と実践現場の接続や連携を強化していくうえで、また、昨今の高等教育における質保証の課題への
一つの対応としても位置づけることができます。
　本ワークショップでは、現場実践とコンピテンシーとの関係性を共有し、日本の風土や地域性を踏まえた日本版エデュケー
ショナルポリシーの意義と可能性を参加者同士の意見交換をベースに考えます。

ソーシャルワーク教育のエデュケーショナルポリシー
                                                                                                       策定に向けて（中間報告）

11:30-12:30　報告　２

＜モデレータ＞　田中 純一 氏（北陸学院大学）　　／　　＜報告者＞　北陸学院大学学生
＜ソ教連災害活動報告＞　山本 克彦 氏（本連盟災害対応部会長）

　2024年1月の能登半島地震・９月の豪雨災害において、北陸学院大学の学生は地域の要請に応え、災害ボランティアセンター
運営支援や住宅片付け、被災者ニーズ調査など、多様な支援活動に参画しました。その後は全国の会員校に広がり、20 大学
以上が参加する「Disaster Welfare Assistance Student （DWAS）」ネットワークへと発展しています。
　学生による被災地支援は、地域社会を支える力となるとともに、実践を通じた学びがソーシャルワーク専門職としての学
びを通じた学生の成長や将来の就業意識にもよい影響を与えています。本報告では、北陸学院大学学生による災害支援活動
の実際とその教育的意義を共有します。

令和６年の能登半島地震・豪雨災害における
　　　　　　　　　　　　　北陸学院大学学生の被災地支援状況

13:30-15:00　報告　３

＜報告者＞　石附 敬 氏（事業委員・東北福祉大学）　／　増田 和高 氏（事業委員・武庫川女子大学）
＜司　会＞　髙良 麻子（本連盟副会長・法政大学）

　令和３年度から開始された新カリキュラムにより、社会福祉士養成課程のソーシャルワーク実習は時間数が増加し、複数
箇所での実施が義務づけられました。養成校の多様な形態や地域性のもとで、実習教育の水準をいかに確保するかは、ソーシャ
ルワーク専門職養成教育と福祉人材確保に直結する重要課題です。
　令和７年度の社会福祉推進事業では、養成校・学生・実習指導者を対象にした各種調査を通じて、新カリキュラムにおけ
る実習教育の現況を把握し、その充実に向けた検討を進めています。本報告では、これらの調査の速報を紹介するとともに
事業の経過を報告します。

ソーシャルワーク実習の充実に向けた
　令和 7年度社会福祉推進事業（厚生労働省補助金事業）の経過報告

09:00-16:00　オプショナルツアー

■日時：12月 15 日（月）09:00 ～ 16:00（予定）　　■定員：20名（最少催行人数 15名）　■参加費：6,600 円
■コース（予定）：金沢駅～輪島市門前町深見地区～門前町道下仮設住宅～金沢駅　■ガイド：田中純一・山本克彦ほか

　能登半島地震の被災地では、地元の北陸学院大学をはじめ全国各地から集まった学生が、DWAS ののもとで支援活動を展
開し、地域を支える大きな力となりました。
　近年、相次ぐ災害の中で、会員校は教育機関としてソーシャルワーク専門職を育成するだけでなく、建物や敷地、教員や
学生といった多様な資源を備えた「地域の社会資源」としての役割も担っています。過去の災害でも学校が避難所や支援拠
点となった例があり、学生や教職員が地域住民と共に歩んできました。ソーシャルワークを学ぶ学生にとって、被災者と向
き合う経験は「福祉を学ぶ意味」を体感し、将来の専門職像を形づくる大きな学びとなっています。
　本ツアーは、会員校の学生が支援活動している奥能登の被災地へ足を運び、その実際や学生による災害支援活動について
知ることで、災害多発時代における教育と地域、人材育成と防災・復興をつなぐ意義を共に考える機会とします。

ソ教連会員校の学生が支援活動している奥能登の被災地をバスでめぐり、歩く

オプショナルツアー
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